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歳
入
は
61
億
５
９
１
４
万
２
０

９
５
円
で
、
前
年
度
比
12
億
７
０
４

万
８
４
３
０
円
、
24
・
４
％
の
増
。

歳
出
は
57
億
２
４
１
２
万
４
１
１
０

円
で
前
年
度
比
９
億
８
９
１
９
万
８

６
６
６
円
、
20
・
９
％
の
増
と
な
り
、

形
式
収
支
は
４
億
３
５
０
１
万
７
９

８
５
円
で
、
実
質
収
支
は
１
億
４
３

８
８
万
４
９
８
５
円
の
黒
字
。

９
５
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基

金
へ
積
立
て
、
基
金
残
高
は
14
億
５

６
５
万
３
９
５
９
円
。
地
方
債
現
在

高
は
53
億
８
３
０
９
万
８
２
８
４
円
。

実
質
公
債
費
比
率
は
11
・
８
、
対
前

年
度
比
１
・
４
の
マ
イ
ナ
ス
。
公
債

費
負
担
は
年
々
改
善
さ
れ
て
い
る
。

第
３
回
定
例
会
は
、
条
例
改
正

な
ど
の
議
案
の
ほ
か
に
、
平
成
26
年

度
一
般
会
計
ほ
か
５
会
計
の
決
算
を

認
定
す
る
議
会
で
す
。
３
月
が
予
算

議
会
、
９
月
が
決
算
議
会
と
い
う
事

に
な
り
ま
す
。

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
書

は
普
通
会
計
が
５
会
計
（
一
般
会
計

と
特
別
会
計
）
企
業
会
計
が
１
会
計

（
水
道
事
業
会
計
）
で
あ
り
、
審
査

は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
５

日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
、
全
て

の
決
算
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
は
、
多
く
の
会
計
で
災
害
復

旧
に
要
す
る
経
費
が
支
出
さ
れ
て
い

 

村
税
は
14
億
４
７
５
９
万
４
６

４
円
で
、
前
年
度
比
５
５
７
１
万
４

３
９
４
円
の
減
。
徴
収
率
は
67
・

９
％
、
前
年
度
比
０
・
３
の
減
。

繰
入
金
は
３
億
５
５
０
７
万
１

土
木
費
が
11
億
３
４
２
８
万
９

４
９
５
円
、
全
体
の
19
・
８
％
、
民

生
費
が
10
億
９
３
６
５
万
７
１
８
１

円
で
19
・
１
％
、
総
務
費
が
８
億
５

１
８
８
万
３
４
９
１
円
で
14
・
９
％
。

災
害
復
旧
費
は
３
億
１
３
４
７

万
１
８
９
８
円
、
前
年
度
比
２
億
９

６
１
１
万
３
３
９
８
円
、
１
７
０

５
・
９
％
で
、
神
城
断
層
地
震
の
影

響
で
大
幅
な
増
。

●
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
　
入

歳
　
出

定例会で審議された件数
※同意…………………………１件
※認定…………………………６件
※工事請負契約の締結………３件
※財産の取得…………………１件
※条例の制定…………………２件
※条例の一部改正……………３件
※補正予算……………………５件
※利益剰余金の処分…………１件
※請願・陳情の審査…………５件
※意見書の提出………………２件

平
成
27
年

第
３
回
定
例
会

９
月
４
日
か
ら
18
日
ま
で 

開
催

7億6279万円・3億1347万円などを認定！
９
月
定
例
会
の
ポ
イ
ン
ト

●�

一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

る
こ
と
が
、
例
年
と
は
大
き
な
違
い

の
あ
る
決
算
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
議
案
で
は
、

番
号
法
の
施
行
に
関
連
し
た
条
例
制

定
や
条
例
改
正
が
３
件
、
白
馬
高
校

支
援
に
関
す
る
条
例
制
定
や
補
正
予

算
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
消

防
自
動
車
の
購
入
や
災
害
関
連
工
事

請
負
契
約
は
急
を
要
す
る
も
の
と
し

て
、
会
期
初
日
に
採
決
を
行
い
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
請
願
に
お
い
て

は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
を
今
国
会

で
採
決
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
が
可
決
さ
れ
、
意
見
書
を
送
付
い

た
し
ま
し
た
が
、
意
見
書
の
送
付
と

同
日
に
国
会
に
お
い
て
採
決
が
行
わ

れ
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

災害復旧費

千
円
で
前
年
度
比
３
億
１
３
７
万
１

千
円
、
５
６
１
・
２
％
の
増
、
神
城

断
層
地
震
の
災
害
復
旧
に
財
政
調
整

基
金
か
ら
３
億
42
万
１
千
円
の
繰
り

入
れ
を
行
っ
た
。

村
債
は
７
億
６
２
７
９
万
円
で
、

前
年
度
比
１
３
６
・
７
％
の
増
。
災

害
復
旧
事
業
に
伴
う
新
規
発
行
に
よ

る
も
の
。
臨
時
財
政
対
策
債
は
２
億

４
２
９
９
万
円
で
、
前
年
度
比
１
４

３
％
の
増
、
災
害
復
旧
等
の
経
費
増

に
伴
う
も
の
。
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総
務
課

決算特別委員会での審議

税
務
課

問問

問問 問 問

問
答答

答

答答 答

４
月
の
区
長
会
で
説

明
し
た
が
、
要
望
が

Ｔ
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
し
て
活

昨
年
度
は
、
農
産
物
の
返
礼

品
は
12
月
１
日
か
ら
始
め

28
年
度
に
は
課
税
し
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
事
務
が
追

国
保
税
は
前
払
い
等
に
よ
り

滞
納
に
な
ら
な
い
工
夫
を
し

現
在
は
担
当
者
が
入
力
後
、

係
長
、
課
長
を
通
し
て
起
案

地
域
役
員
懇
談
会
の

ほ
か
に
予
定
さ
れ
て

ヤ
フ
ー
と
の
協
定
の

な
か
で
、
観
光
分
野

地
番
図
デ
ー
タ
作
成
に
関
係

し
て
、
地
権
者
へ
の
通
知
状

滞
納
処
理
と
、
破
産
法
適
用

へ
の
考
え
方
は
。

外
国
人
の
納
税
に
つ
い
て

は
。

課
税
誤
り
な
ど
の
ミ
ス
防
止

体
制
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
業

者
に
偏
り
が
あ
る
の
で
は
。

い
た
住
民
懇
談
会
の
開
催
は
。

の
検
討
内
容
は
。

況
や
事
務
処
理
の
見
通
し
は
。

い
付
か
な
い
。
全
体
の
３
分
の
１
程

度
は
終
了
し
た
と
思
わ
れ
る
。

て
い
る
。
固
定
資
産
税
は
、
納
税
管

理
人
を
お
い
た
り
、
メ
ー
ル
連
絡
や
、

本
国
ま
で
通
知
を
出
し
て
対
応
。
大

口
滞
納
者
は
ま
だ
い
な
い
状
況
。

段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

白
馬
の
観
光
情
報
を
発
信
し
て
も
ら

い
た
い
。

ユ
ー
テ
レ
白
馬
は
番
組
制
作
委
託
料

も
高
額
な
の
で
、
も
っ
と
住
民
の
身

近
な
テ
ー
マ
の
番
組
編
成
を
す
る
よ

意
見

意
見

た
。
基
本
的
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

者
が
返
礼
品
を
選
ぶ
。
北
ア
ル
プ
ス

山
麓
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
な
ど
で
事
業

者
を
募
っ
た
が
、
協
力
し
て
も
ら
え

る
数
値
に
差
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

交付税 
32%

地方税
 24%

12%

8%

6%

5%

3%

3%
2%

2%
2%

1% 0%

民生費
24%

18%

公債費
13%

衛生費
11%

教育費
8%

7%

5%

5%
4%

3% 2%

平成26年度

決算 7億6279万円・3億1347万円などを認定！
村債発行 災害復旧費

な
か
っ
た
。

用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

う
番
組
審
議
会
な
ど
で
の
検
討
を
お

願
い
し
た
い
。

答
大
口
の
滞
納
は
、
積
極
的
に

差
し
押
さ
え
等
を
し
て
い
く

姿
勢
に
変
わ
り
は
な
く
、
必
要
に
応

じ
金
融
機
関
と
の
調
整
も
考
え
て
い

る
。
破
産
法
適
用
は
、
実
施
し
て
い

な
い
。
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健
康
福
祉
課

住
民
課

建
設
課

観
光
課

上
下
水
道
課

教
育
課
・
ス
ポ
ー
ツ
課

農
政
課

建設が待たれる共同調理場

問問 答答
村
内
の
他
施
設
の
開
所
状
況

が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
土

母
子
、
父
子
家
庭
を
対
象
と

し
て
保
育
士
派
遣
に
よ
る
保

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
岳
の
湯
の
今

後
に
つ
い
て
は
。

母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援

事
業
の
内
容
は
。

日
の
開
所
に
つ
い
て
も
検
討
課
題
。

育
を
実
施
す
る
も
の
。
県
内
で
４
番

目
の
事
業
化
。

問問

問

答答

答 答答答

答

答答 答

答

答答

答

答

委
員
会
は
26
年
度
に
立
ち
上

げ
、
公
募
委
員
３
名
の
ほ
か
、

発
災
直
後
は
危
険
が
と
も
な

う
た
め
村
職
員
が
中
心
に

収
入
は
全
額
土
地
改
良
区
に

入
る
。
今
後
の
起
債
償
還
や

村
で
初
の
試
み
と
し
て
試
験

栽
培
を
実
施
。
期
待
す
る
収

26
年
度
は
和
田
野
線
の
登
記

簿
調
査
と
地
籍
測
量
図
収
集

公
園
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
着
手
し
て
い
な
い
。

現
在
あ
る
施
設
を
最
適
な
状

態
に
し
て
、
お
客
様
へ
の
環

来
場
者
数
は
伸
び
て
い
な
い

が
、
１
施
設
で
ま
と
ま
っ
た

村
全
体
と
し
て
の
給
食
施
設

に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う

コ
ン
パ
ク
ト
に
な
り
宿
側
か

ら
は
渡
し
や
す
く
な
っ
た
、

平
成
18
年
度
で
公
共
下
水
道

の
管
き
ょ
整
備
は
終
了
、
残

無
料
休
憩
所
は
地
元
の
協
力

で
開
設
し
て
い
る
も
の
。
課

運
行
事
業
は
従
前
通
り
観
光

局
に
委
託
。
運
賃
収
入
は
村

会
議
録
の
公
表
が
遅
れ
て
い

る
。
速
や
か
に
公
開
し
て
い

職
員
は
公
社
派
遣
、
臨
時
職

員
で
、
人
数
は
減
ら
し
て
い

ご
み
処
理
対
策
委
員
会
の
開

催
状
況
と
委
員
会
構
成
は
。

震
災
時
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

状
況
は
。

小
水
力
発
電
の
売
電
収
入
の

経
理
処
理
は
。

問問

問

問問

問

問

問

問

問

問問

産
地
づ
く
り
対
策
事
業
の
加

工
た
ま
ね
ぎ
の
試
験
栽
培
状

未
登
記
村
道
用
地
確
定
事
業

の
対
象
路
線
と
状
況
は
。

平
地
観
光
施
設
に
も
う
少
し

予
算
を
か
け
る
べ
き
で
は
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
館
改
修

後
の
来
場
者
の
反
応
は
。

学
校
給
食
検
討
委
員
会
で
の

検
討
内
容
は
。

給
食
調
理
員
の
賃
金
な
ど
の

待
遇
状
況
は
。

外
国
人
観
光
客
向
け
白
馬
村

滞
在
の
し
お
り
作
成
の
効
果

公
共
下
水
度
整
備
と
合
併
浄

化
槽
補
助
の
区
分
け
に
つ
い

白
馬
駅
前
の
観
光
案
内
と
無

料
休
憩
所
は
１
か
所
に
集
約

児
童
向
け
遊
具
付
き
公
園
の

検
討
は
。

ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
事

業
主
体
が
村
に
変
更
に
な
っ

観
光
地
経
営
計
画
の
情
報
の

出
し
方
は
。

況
は
。

通
年
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
誘
客
で
き

る
よ
う
考
え
て
ほ
し
い
。

は
。

て
は
。

し
て
経
費
節
減
を
図
れ
な
い
か
。

た
経
緯
は
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。

観
光
局
、
事
業
所
等
の
方
で
構
成
し

て
い
る
。

な
っ
て
お
こ
な
っ
た
。
農
業
委
員
に

は
、
情
報
提
供
や
地
権
者
か
ら
の
相

談
業
務
を
依
頼
。

施
設
改
修
、
維
持
管
理
経
費
も
見
越

し
て
積
み
立
て
も
予
定
。

量
で
は
な
か
っ
た
が
、
継
続
し
て
い

き
た
い
。

を
し
、
税
務
課
と
と
も
に
関
係
地
権

者
へ
の
事
業
説
明
会
を
し
た
。
27
年

度
は
震
災
の
影
響
で
事
業
は
休
止
、

28
年
度
か
ら
再
開
し
31
年
度
を
目
途

に
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

境
づ
く
り
を
優
先
し
て
予
算
執
行
し

て
い
る
。
宿
泊
に
結
び
付
く
観
点
で

検
討
し
、
観
光
地
経
営
計
画
に
も
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。

展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
度

は
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
今
後
も

宣
伝
に
努
め
る
。

こ
と
で
、
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
単
独
で
の
検

討
は
し
て
い
な
い
。
委
員
会
に
は
各

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
入
っ
て
い
る
。

警
察
か
ら
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な

く
迷
惑
行
為
件
数
は
減
っ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
れ
な
り
に
効
果
は

あ
っ
た
と
み
て
い
る
。

り
は
合
併
浄
化
槽
で
整
備
す
る
方
針
。

題
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
。

に
入
れ
、
事
業
全
体
の
費
用
を
委
託

料
と
し
て
観
光
局
へ
出
す
こ
と
が
望

ま
し
い
と
村
が
判
断
し
変
更
。

く
。

な
い
。
派
遣
法
の
改
定
に
よ
り
、
28

年
度
か
ら
は
全
て
が
嘱
託
職
員
扱
い

に
な
る
。

調
理
員
は
子
供
た
ち
の
命
を
あ
ず
か

る
専
門
職
で
、
自
治
体
の
正
規
職
員

と
し
て
雇
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
重
要
な
職
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
待
遇
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
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総務社会委員会での審議

動き出したマイナンバー制度

問

答
村
の
シ
ス
テ
ム
や
、
職
員
が

情
報
漏
え
い
し
た
場
合
は
、

被
害
が
出
た
場
合
の
補
償

は
。

高
齢
者
に
も
分
か
り
易
い
説
明
資
料

を
お
願
い
し
た
い
。

意
見

●
白
馬
村
特
定
個
人
情
報
保

護
条
例
の
制
定

●
白
馬
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
白
馬
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計�

歳
入
歳
出
決
算

●
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定�

問問

問

答答

答

受
益
者
負
担
金
の
不
納
欠
損

理
由
は
時
効
消
滅
に
よ
る
も

差
押
え
等
を
除
外
し
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
使
用
料
は
水

観
光
客
の
減
少
に
伴
い
有
収

水
量
は
減
っ
て
い
る
。
施
設

受
益
者
負
担
金
お
よ
び
使
用

料
の
不
能
欠
損
状
況
は
。

差
押
え
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

配
水
量
な
ど
の
全
体
的
傾
向

に
つ
い
て
は
。

の
、
使
用
料
は
、
自
己
破
産
、
会
社

清
算
に
よ
る
財
産
配
当
見
込
な
し
の

も
の
。

道
料
金
と
同
時
徴
収
な
の
で
差
し
押

さ
え
が
難
し
い
要
素
も
あ
る
。
制
度

自
体
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
分
納
誓

約
に
至
っ
て
い
な
い
事
例
も
あ
る
。

今
後
は
強
制
執
行
も
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

の
老
朽
化
が
進
み
計
画
的
な
施
設
更

新
が
必
要
で
、
27
年
度
に
は
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り
組
む
予
定
。

　
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
「
番
号
法
」）

の
制
定
に
よ
り
、
番
号
法
の

個
人
番
号
を
内
容
に
含
む
個

人
情
報
（
特
定
個
人
情
報
）

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
規
定
を
定
め
る
た

め
、
条
例
を
定
め
る
。

町
村
会
の
保
険
で
賠
償
す
る
。

歳
入
は
６
億
９
９
５
７
万
５
３

３
４
円
、
前
年
度
比
２
６
６
万
３
２

５
９
円
、
０
・
４
％
の
減
。
歳
出
は

６
億
９
５
２
５
万
４
８
２
３
円
、
前

年
度
比
１
０
１
０
万
６
５
１
円
、

１
・
５
％
の
増
。
実
質
収
支
額
は
４

２
７
万
６
千
円
。

神
城
断
層
地
震
に
伴
う
災
害
復

旧
費
は
２
億
４
１
５
１
万
６
千
円
の

予
算
で
、
年
度
内
の
事
業
執
行
は
３

８
４
９
万
５
７
９
０
円
で
、
２
億
３

０
２
万
円
を
27
年
度
へ
繰
り
越
し
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入

は
３
億
４
４
７
０
万
６
７
８
４
円
、

支
出
は
２
億
８
６
７
８
万
９
０
９
７

円
、
純
利
益
は
５
５
８
４
万
４
７
０

３
円
。

資
本
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入

は
２
４
４
７
万
７
６
２
８
円
、
支
出

は
８
３
７
８
万
４
６
０
円
、
資
本
的

収
支
不
足
額
は
５
９
３
０
万
２
８
３

２
円
。

歳
入
が
９
９
８
万
６
１
２
１
円

で
前
年
度
比
２
２
９
９
万
７
８
１
９

円
、
69
・
７
％
の
減
、
歳
出
が
９
８

８
万
５
４
５
３
円
で
前
年
度
比
２
３

０
５
万
１
９
０
３
円
、
70
％
の
減
。

東
部
地
区
が
公
共
下
水
道
に
統

合
さ
れ
、
野
平
地
区
の
み
と
な
っ
た

た
め
の
大
幅
な
減
額
。
神
城
断
層
地

震
に
よ
る
被
災
個
所
は
、
年
度
内
に

復
旧
工
事
が
完
了
。

　
「
番
号
法
」
の
制
定
に
伴
い
、
個

人
情
報
保
護
条
例
の
実
施
機
関
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
条
例
を
一

部
改
正
す
る
も
の
。
実
施
機
関
に
、

公
営
企
業
管
理
者
の
権
限
を
行
う
村

長
、
土
地
開
発
公
社
を
追
加
。

歳
入
は
12
億
７
８
１
１
万
６
３

９
７
円
、
前
年
度
比
３
９
１
８
万
７

６
１
８
円
、
３
・
２
％
の
増
。
歳
出

は
12
億
１
６
５
４
万
１
７
５
円
、
前

年
度
比
３
１
６
４
万
９
４
１
０
円
、

２
・
７
％
の
増
。
神
城
断
層
地
震
の

被
災
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
金
額
は
２
０
３
万
９
０
０
円
、

一
部
負
担
金
の
免
除
額
は
２
５
４
万

１
４
３
１
円
。

歳
入
は
７
０
８
７
万
５
３
０
３
円
、

前
年
度
比
２
７
７
万
６
８
３
８
円
、

４
・
５
％
の
増
。
歳
出
は
７
０
５
４

万
６
６
７
円
、
前
年
度
比
２
７
７
万

６
８
３
８
円
、
４
・
１
％
の
増
。

●�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計�

歳
入
歳
出
決
算

●�

下
水
道
事
業
特
別
会
計�

歳
入
歳
出
決
算
認
定
。

●�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計�

歳
入
歳
出
決
算

答
特
定
健
診
を
無
料
化
し
た
が

受
診
率
は
あ
が
ら
な
か
っ
た

問
健
診
の
受
診
率
向
上
へ
の
取

り
組
み
は
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

た
め
、
27
年
度
は
人
間
ド
ッ
ク
の
補

助
金
を
増
額
し
た
。
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国体へ向けて整備を開始

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

問教育長
３
月
に
交
付
要
綱
を
つ
く
っ

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
各
学
校

昨
年
度
議
会
で
採
択
し
て
い

る
が
、
補
助
は
。

に
問
い
合
わ
せ
交
付
に
な
る
。
事
業

の
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。

今
の
政
治
の
流
れ
は
戦
争
拡
大
、
自

衛
隊
の
危
険
性
増
大
な
ど
具
体
的
な

事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
国
会
で
は

審
議
不
能
な
ど
、
政
府
で
さ
え
理
解

し
て
い
な
い
と
思
え
、
法
案
は
必
要

な
く
廃
案
を
求
め
、
採
択
す
べ
き
。

説
明
不
足
と
い
う
の
は
同
感
だ
が
、

平
成
27
年
度
で
見
直
し
が
行
わ
れ
て

お
り
、
28
年
度
か
ら
改
正
に
な
る
見

通
し
で
あ
る
。

白
馬
高
校
の
存
続
が
き
ま
り
助
成
を

す
る
な
ら
白
馬
高
校
生
に
目
を
向
け

た
い
。

意
見

意
見

意
見

意
見

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

●
安
全
保
障
関
連
法
案
の
廃
案
を
求

め
る
請
願

●
外
国
人
の
扶
養
控
除
制
度
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情

●
私
立
高
校
に
対
す
る
公
費
助
成
を

お
願
い
す
る
陳
情
書

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
少
数
の
賛
成
に
よ
り
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
の
賛
成
な
し
と
な
り
不
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

請
願
の
趣
旨
は
、

　

憲
法
と
民
意
を
踏
み
に
じ
る
安
全

保
障
関
連
法
案
を
廃
案
に
す
る
こ
と

を
求
め
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
。（
提
出
者
か
ら
の

説
明
あ
り
）

答
名
木
山
の
中
壁
か
ら
上
を
削

る
計
画
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
０
４
２
万
７
千
円

を
追
加
し
、
74
億
４
６
９
万
４
千
円

と
す
る
も
の
。

総
務
課
関
係

＊ 

震
災
１
年
復
興
記
念
行
事
に
34
万

３
千
円
の
増
額
。

＊ 

八
方
文
化
会
館
の
ア
リ
ー
ナ
吊
天

井
工
事
を
見
直
し
５
４
０
万
円
を

減
額
、
外
壁
ひ
び
割
れ
修
繕
工
事

に
５
９
０
万
円
の
増
額
。

＊ 

白
馬
高
校
魅
力
づ
く
り
事
業
積
立

金
へ
２
０
０
万
円
の
増
額
。

答
基
調
講
演
、
体
験
談
や
意
見

交
換
会
な
ど
10
時
か
ら
12
時

問

問

震
災
復
興
１
年
行
事
の
詳
細

は
。

国
体
会
場
整
備
は
ど
の
よ
う

な
工
事
か
。

く
ら
い
で
計
画
。

税
務
課
関
係

＊ 

歳
入
で
は
、
２
輪
車
の
増
税
が
先

送
り
に
な
っ
た
た
め
１
８
１
万
５

千
円
の
減
額
。

＊ 

歳
出
で
は
、
固
定
資
産
税
住
宅
用

地
の
課
税
誤
り
に
伴
う
補
償
補
填

及
び
賠
償
金
に
３
０
０
万
円
、
村

税
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
に
２

０
０
万
円
の
増
額
。

健
康
福
祉
課
関
係

＊ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
90

万
円
の
増
額
。

＊ 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
震
災
に
よ

る
外
壁
の
ひ
び
割
れ
工
事
に
１
７

４
万
円
の
増
額
。

教
育
委
員
会
関
係

＊ 

国
体
会
場
整
備
負
担
金
に
１
２
６

３
万
６
千
円
の
増
額
。

＊ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
注
１
） 

教
育
支
援
員
の

賃
金
96
万
円
の
増
額
。

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算(

第
３
号)

（注１）ICT：Information and Communication Technology　情報通信技術の意味で、ここでの ICT 教育とはコンピュータなどの通信機器を利用した学習方法を指す。

国
会
で
審
議
中
で
あ
り
、
廃
案
ま
で

は
ど
う
か
と
考
え
る
の
で
、
不
採
択

に
す
べ
き
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
６
０
０
万
円
を
追
加

し
、
14
億
５
２
１
０
万
円
と
す
る
も

の
。

歳
入
は
、
繰
越
金
２
６
０
０
万
円
の

追
加
。

歳
出
で
は

固
定
資
産
税
還
付
に
連
動
す
る
補
償

補
填
及
び
賠
償
金
に
30
万
円
の
増

額
。

平
成
26
年
度
の
実
績
に
よ
り
療
養
給

付
費
交
付
金
な
ど
の
超
過
交
付
分
返

納
に
２
５
３
７
万
１
千
円
の
増
額
。

　
「
番
号
法
」
の
制
定
に
伴
い
、
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド
及
び
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
再
交
付
に
係
る
手
数
料
を

新
た
に
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
再
交
付

は
手
数
料
５
０
０
円
で
平
成
27
年
10

月
５
日
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
再

交
付
は
手
数
料
８
０
０
円
で
平
成
28

年
１
月
１
日
か
ら
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
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産業経済委員会での審議

銀座でアピール・白馬村フェア

●
安
全
保
障
関
連
法
案
は
今
国
会
で

採
決
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

●
広
域
化
に
向
け
て
一
般
廃
棄
物
処

理
の
全
体
計
画
の
立
案
を
求
め
る
陳

情
書

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。
意
見
書
を
提

出
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

問住
民

課
長
試
験
導
入
予
定
の
「
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
」（
注
２
）

行
政
で
着
手
し
て
い
る
も
の

は
。

の
た
め
の
備
品
購
入
を
補
正
予
算
で

計
上
。
ま
た
、
事
業
系
指
定
ご
み
袋

を
作
り
、
来
年
度
か
ら
は
清
掃
セ
ン

タ
ー
で
も
指
定
ご
み
袋
で
の
持
ち
込

み
方
式
に
し
た
い
。

陳
情
の
趣
旨
は
、

安
全
と
平
和
を
何
よ
り
願
う
多
く
の

村
民
の
思
い
を
受
け
止
め
て
、
意
見

書
を
国
の
関
係
機
関
へ
送
る
よ
う
要

望
す
る
。（
提
出
者
か
ら
説
明
あ
り
）

こ
れ
だ
け
国
民
の
反
対
の
多
い
法
案

は
、
地
方
議
会
か
ら
意
見
を
述
べ
る

以
外
に
な
い
と
思
う
の
で
、
意
見
書

を
提
出
す
べ
き
。

早
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
。

意
見

意
見

陳
情
の
趣
旨
は
、

安
全
と
平
和
を
何
よ
り
願
う
多
く
の

村
民
の
思
い
を
受
け
止
め
て
、
意
見

書
を
国
の
関
係
機
関
へ
送
る
よ
う
要

望
す
る
。（
提
出
者
か
ら
説
明
あ
り
）

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

３
～
４
回
を
予
定

し
、
全
体
で
15
名
を

道
の
駅
で
扱
っ
て
い
る
品
を

出
す
が
、
認
定
品
に
限
る
も

観
光
局
の
事
前
調
査
で
20
施

設
ほ
ど
が
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に

落
倉
の
水
路
改
修
と
、
飯
森

上
部
の
２
枚
の
田
を
１
枚
に

連
休
な
ど
の
観
光
客
ピ
ー
ク

時
。

策
定
ま
で
の
委
員
会

の
開
催
回
数
と
構
成

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ウ
ィ
ー
ク

へ
の
出
店
は
認
定
品
の
み

東
京
合
宿
誘
致
は
民
間
団
体

も
同
行
か
。

農
業
基
盤
促
進
事
業
、
田
の

区
画
拡
大
事
業
の
内
容
は
。

大
出
公
園
の
管
理
委
託
期
間

は
。

●
白
馬
村
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
令

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

●
平
成
26
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会

計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
委
員
の
報
酬
を
追
加
す
る

も
の
。

農
政
課
関
係

＊ 

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
の
北
ア
ル

プ
ス
山
麓
ウ
ィ
ー
ク
・
イ
ン
銀
座

の
白
馬
村
フ
ェ
ア
の
旅
費
、
消
耗

品
に
54
万
６
０
０
０
円
。

＊ 

木
流
し
川
沿
い
の
木
橋
の
修
理
に

25
万
７
０
０
０
円
。

＊ 

地
震
に
よ
り
基
準
点
が
ず
れ
た
た

め
の
測
量
費
に
55
万
１
０
０
０

円
。

＊ 

災
害
復
旧
で
き
な
か
っ
た
農
地
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
測
量
に
２
２
５
万

円
。

観
光
課
関
係

＊ 

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
ウ
ィ
ー
ク
・
イ

ン
銀
座
参
加
の
旅
費
と
し
て
15
万

９
０
０
０
円
。

建
設
課
関
係

＊ 

除
雪
機
タ
イ
ヤ
チ
エ
ー
ン
カ
ッ

タ
ー
代
と
し
て
37
万
２
０
０
０

円
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
未
処
分
利
益
剰

余
金
９
億
９
０
６
３
万
３
０
１
２
円

の
う
ち
、
９
億
６
３
３
８
万
２
５
８

８
円
を
資
本
金
に
組
み
入
れ
る
も

の
。

予
定
、
公
募
は
３
名
。

の
で
は
な
い
。

力
を
入
れ
た
い
と
の
回
答
。
宿
施
設

の
情
報
を
も
っ
て
望
む
予
定
。

す
る
も
の
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

か
。

（注２）ごみステーション方式：地域の方々（数 20 世帯ほど）が自治体で定められている特定の 1 ヶ所 ( ごみステーション ) にごみを出す方式。

は
。

＊ 

大
出
公
園
の
観
光
客
増
に
伴
う
交

通
整
理
費
用
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
委
託
費
等
に
54
万

１
０
０
０
円
。

＊ 

青
鬼
、
菅
等
の
災
害
復
旧
工
事
と

測
量
設
計
委
託
料
と
し
て
１
億
７

４
３
０
万
円
。

＊ 

青
鬼
地
区
の
電
柱
移
転
な
ど
の
補

償
費
２
０
０
万
円
。

＊ 

道
の
駅
の
案
内
板
の
張
替
費
及
び

白
馬
駅
無
料
休
憩
所
漏
水
防
止
・

足
湯
修
繕
費
な
ど
に
１
９
８
万
５

０
０
０
円
。

＊ 

八
方
尾
根
自
然
研
究
路
木
道
修

繕
、
頂
上
宿
舎
雪
害
修
繕
費
な
ど

に
４
５
５
万
５
０
０
０
円
。
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●安全保障関連法案の廃案を求める請願

●白馬村個人情報保護条例の制定について

【津滝俊幸議員】
　「安全保障関連法案」は、専守防衛に徹した国のあり方
を変える法案でありますが、内容は複雑難解であり、国
民的な理解や安全保障に対する議論が深まったとは思え
ません。十分な国民的議論を尽くすことが重要であり、
白馬村議会は、一貫して慎重な審議を行うよう関係大臣
等へ意見書を提出してきました。その姿勢を貫き、法案
を廃案にせよという趣旨は、今までの白馬村議会の姿勢
とは反するものであり、原案について反対を致します。

【加藤亮輔議員】
　マイナンバー制度は、番号で、特定個人を識別し管理
する制度である。新聞での、全国の市区町村のアンケー
ト結果は60％の自治体が、安全対策に不安を感じると
答えている。年金情報の漏えい事件を始め、完全なシス
テム管理はできないと同時に、プライバシー、基本的人
権や民主主義の観点からも危険で問題の多い制度である。
この条例制定は、マイナンバー制度運用のために制定す
るものであり、反対。

【伊藤まゆみ議員】
　安保法制の違憲性を指摘した長谷部教授は、憲法違
反というだけではなく必要性も合理性も全くないと述
べている。武力で平和が守れるのなら世界はとっくに
平和だ。安保法案のみならず原発、TPP、沖縄問題もアー
ミテージの報告書で提案されている。それに沿ってア
メリカに追従していくということは、原発は止めない、
TPPではISD（注）条項のため地元業者を優先できなくな
る、という道を進んでいくという事だ。そんな道を進
み住民を守ることはできない。

【太田正治議員】
　国の番号法では、個人番号を含む特定個人情報等に
ついては、より厳格な保護措置を講ずることとしており、
村でも必要な措置を講ずることが求められている。
マイナンバー制度は、公平・公正な社会の実現、国民
の利便性の向上、行政の効率化などを目的に導入され
るもので、村の条例制定がなければ番号法に関係する
特定個人情報の取り扱いができず、多くの業務が停滞
し住民の福祉に多大な影響が出ることが予想される。
よって制定に賛成する。

反対討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

本 会 議 で 行 わ れ た 討 論

問 問

答

答

１
月
末
ま
で
に
改
正
素
案
を

受
け
取
り
、
そ
の
後
課
長
会

条
例
規
則
の
見
直
し
や
改

正
、
排
水
区
域
の
見
直
し
に

条
例
改
正
の
素
案
策
定
の
予

定
は
。

研
修
の
内
容
は
。

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
９
４
５
万
１
０
０
０
円

を
増
額
し
、
６
億
７
１
５
０
万
８
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。

＊ 

受
益
者
負
担
金
の
排
水
区
域
見
直

し
等
に
係
る
研
修
費
と
し
て
59
万

１
０
０
０
円
。

＊ 

下
水
道
基
本
計
画
見
直
し
に
係
る

設
計
委
託
料
と
し
て
54
万
円
。

＊ 

堀
之
内
地
区
単
独
費
分
と
大
出
ガ

ス
配
管
移
転
補
償
金
と
し
て
災
害

復
旧
事
業
８
３
２
万
円
。

収
益
的
支
出
１
４
０
万
円
を
追
加
し

２
億
９
９
３
３
万
９
０
０
０
円
、
資

本
的
支
出
１
６
７
８
万
円
を
追
加
１

億
１
６
８
９
万
４
０
０
０
円
と
す
る

も
の
。

＊ 

資
本
的
支
出
災
害
復
旧
な
ど
の
経

費
と
し
て
給
水
工
事
費
に
１
５
０

万
円
。

議
と
法
規
審
査
会
を
２
月
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

関
す
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
う
実
地

指
導
経
費
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

問答
年
度
内
に
結
審
す
る
見
込
み

は
な
い
と
考
え
る
。
見
直
し

裁
判
の
結
果
に
よ
る
と
聞
い

た
が
、
裁
判
の
見
込
み
は
。

た
結
果
が
、
結
審
に
よ
っ
て
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
、

裁
判
の
結
果
を
待
つ
べ
き
と
思
う
。

マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、

事
業
団
に
改
正
案
ま
で
委
託
す
る
事

も
あ
り
え
る
。

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

上
下
水
道
課
関
係

＊ 
被
災
し
た
小
規
模
水
道
施
設
設

計
・
工
事
請
負
費
に
１
０
８
６
万

４
０
０
０
円
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

（注）ISD 条項：ある国の政府が外国企業、外国資本に対してのみ不当な差別を行った場合、当該企業がその差別によって受けた損害について相手国政府に対し賠償を求め
る際の手続き方法について定めた条約
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件　　　　　　　　名 議決結果
物品の取得について（小型動力ポンプ積載型消防自動車の購入） 可決

反対：なし工事請負契約の締結について（2 件）（村道の災害復旧工事で 5,000 万円を超える契約）

白馬村特定個人情報保護条例の制定について（番号法関連の条例整備） 可決
反対：加藤、伊藤白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例について（番号法関連の条例整備）

白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について（水道ビジョン作成委員） 可決　反対：なし

白馬村手数料条例の一部を改正する条例について（番号法関連の条例整備） 可決　反対：加藤、伊藤

平成 26 年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について（剰余金を資本金に組み入れる）

可決
反対：なし

平成 27 年度白馬村一般会計補正予算（第３号）　（災害復旧単独工事分等の補正）

平成 27 年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）　（過年度の国庫金等返納分を補正）

平成 27 年度白馬村水道事業会計補正予算（第１号）　（災害復旧関連経費等を補正）

平成 26 年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について

平成 26 年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

平成 26 年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成 26 年度白馬村下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成 26 年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成 26 年度白馬村水道事業会計決算認定について

追加議案
工事請負変更契約の締結について　（公共下水道災害復旧工事で 5,000 万円を超えるもの変更契約） 報告事項

白馬村公営塾利用料徴収条例の制定について　（白馬高校に設置する公営塾利用料の設定）
可決

反対：なし平成 27 年度白馬村一般会計補正予算（第４号）　（公営塾講師の経費を組み替え）

教育委員会委員の任命について

私立高校への公費助成に関する意見書 可決
反対：なし安全保障関連法案を今国会で採決しないことを求める意見書

提出者 住所 要　　旨 審査結果

小坪慎也 福岡県 外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書
の採択を求める請願

不採択
原案に賛成：なし

中信地区私学助成推進協議会
会長　吉原ゆかり 松本市 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 採択

原案に反対：松本

被爆・戦後 70 年平和実行委員会
委員長　高橋英子 白馬村 安全保障関連法案は今国会で採決しないことを

求める意見書の提出についての陳情書
採択

原案に反対：なし

白馬あーす隊
代表　渡邊義子 白馬村 広域化に向けて一般廃棄物処理の全体計画の立

案を求める陳情書
採択

原案に反対：なし

提出者 住所 要　　旨 審査結果

戦争をさせない 1000 人委員会大北
呼びかけ人　上野芳男ほか 6 名 白馬村 安全保障関連法案の廃案を求める請願 不採択

原案に賛成：加藤、伊藤

● ９ 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●

● 陳 情 等 文 書 ●

● 請 願 文 書 ●
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一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

フォトニュース

白馬村を担う新成人を祝って

農業施設の災害復旧を視察

質問内容
・全国学力調査結果報告は
・庁舎等の耐震改修工事個所は
・復興公営住宅の建設計画の公表時期は
・加入分担金は法に抵触するおそれは
・総合計画に「目標値」等指数の設定は

・復旧・復興事業の立替金の捻出方法は
・事業系ごみ収集車の待機に係る費用は
・復興住宅を定住促進に繋げる考えは
・「法に抵触する虞がある」事の見解は
・平成２６年度のふるさと納税総額は
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答 問問

問

問

問

問 村
長

村
長

村
長

村
長

心あたたまるメッセージ

観
光
面
で
は
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

環
境
の
整
備
や
山
小
屋
ト
イ

村
民
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
村

を
早
期
復
興
さ
せ
る
こ
と

会
議
で
は
設
置
要
綱
と
教
育

の
政
治
的
中
立
性
、継
続
性
、

公
約
実
現
に
向
け
て
、
明
る

く
元
気
な
村
づ
く
り
に
取
り

昨
年
、
市
町
村
で
も
学
校
別

成
績
を
公
表
で
き
る
よ
う
に

全
国
学
力
調
査
結
果
報
告
は

学
校
別
公
表
は
行
わ
な
い

【
総
合
教
育
会
議
と
教
育
委

員
会
に
つ
い
て
】

【
村
長
２
年
目
の
ス
タ
ー
ト

に
つ
い
て
】

【
神
城
断
層
地
震
を
経
験
し

て
】

小
学
校
６
年
生
・
中
学
３
年

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
、

１
年
を
振
り
返
り
今
の
思
い

は
。

観
光
・
農
業
等
の
産
業
に
ど

う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

地
方
教
育
行
政
法
が
４
月
改

正
施
行
さ
れ
、
村
長
と
教
育

全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
見
舞

金
・
義
援
金
・
励
ま
し
の
お

レ
の
改
修
に
着
手
な
ど
、
滞
在
環
境

整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
農
業
面

で
は
、「
白
馬
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
と

い
う
目
標
に
向
け
て
、
白
馬
産
の
農

産
物
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
一
定
の
成
果
が
上
が
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧

が
何
よ
り
の
産
業
振
興
に
結
び
つ
く

と
の
思
い
で
、
日
々
ま
い
進
し
て
い

ま
す
。

が
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た

全
国
の
皆
様
へ
の
恩
返
し
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
日
々
全
国
の
皆
様
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
い
つ
の
日
か
何
ら
か
の
形
で
恩

返
し
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
肝
に
銘
じ
て
、
被
災
者
の
生
活

再
建
、
災
害
復
旧
に
全
身
全
霊
を
傾

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
地
方
教
育

行
政
に
お
け
る
責
任
の
明
確
化
、
迅

速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、
首
長

と
の
連
絡
強
化
を
図
る
な
ど
、
総
合

教
育
会
議
の
概
要
の
確
認
と
、
昨
年

８
月
に
制
定
し
て
あ
り
ま
す
。
白
馬

村
教
育
基
本
目
標
及
び
教
育
基
本
方

針
を
教
育
大
綱
と
す
る
こ
と
を
全
員

意
義
な
く
決
定
し
ま
し
た
。

組
む
矢
先
に
、
予
想
も
し
な
か
っ
た

大
災
害
が
発
生
し
震
災
対
応
に
明
け

改
正
さ
れ
た
が
、
教
育
委
員
会
で
何

度
も
検
討
を
行
い
、
学
校
別
公
表
は

行
わ
ず
村
単
位
で
行
う
こ
と
と
し
、

数
値
で
は
な
く
言
葉
で
の
表
現
と

し
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

田中榮一議員

平
成
27
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
報
告
は
村
民
に
開
示
さ

れ
る
の
か
。

教
育
長

委
員
会
が
教
育
方
針
な
ど
を
話
し
合

う「
総
合
教
育
会
議
」が
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
村
民

ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
あ
る
、
東
日
本

震
災
被
災
者
で
も
あ
り
、
今
も
な
お

避
難
生
活
を
し
て
い
る
福
島
県
富
岡

小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
の
手
紙

に
は
涙
が
出
る
思
い
で
あ
る
。
現
在

被
災
者
と
共
に
復
旧
復
興
に
向
け
て

頑
張
っ
て
い
る
が
、
い
た
だ
い
た
善

意
に
何
ら
か
の
形
で
表
し
て
い
く
こ

と
が
村
と
し
て
の
姿
だ
と
思
う
が
。

暮
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
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答 問問問

問

問

問

問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

 耐震改修で庁舎の改修が行われます

改
修
し
た
い
箇
所
は
沢
山
あ

る
の
が
実
情
で
す
。
補
助
制

水
道
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

場
所
へ
建
て
替
え
る
場
合
は

道
の
駅
と
図
書
館
等
の
集
約

や
複
合
化
な
ど
、
総
務
省
が

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
や
、
第
三
子

今
後
の
住
ま
い
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
調
査
が

村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
は
平
成
27

第
５
次
総
合
計
画
策
定
の
た

め
の
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

庁
舎
等
の
耐
震
改
修
工
事
個
所
は

庁
舎
、多
目
的
集
会
施
設
を
予
定

【
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ

い
て
】

【
移
住
、
定
住
促
進
に
つ
い
て
】

【
環
境
基
本
条
例
の
見
直
し

と
迷
惑
防
止
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
】

【
村
長
公
約
の
進
め
方
に
つ
い

て
】

【
被
災
支
援
に
つ
い
て
】

耐
震
改
修
以
外
の
改
修
工
事

は
。

神
城
断
層
地
震
に
伴
う
、
各

種
の
減
免
措
置
の
今
後
に
つ

新
住
宅
を
村
内
の
別
の
場
所

へ
新
築
し
た
場
合
の
、
上
下

道
の
駅
や
図
書
館
等
の
進
め

方
は
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

は
。

公
営
住
宅
の
進
捗
状
況
は
。

環
境
基
本
条
例
の
ど
こ
を
見

直
す
の
か
。

度
が
無
い
こ
と
か
ら
予
算
的
な
制
約

が
あ
り
、
今
後
、
優
先
性
も
含
め
課

長
会
議
な
ど
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

改
造
申
請
を
、
別
の
場
所
へ
新
築
し

た
場
合
は
旧
宅
の
権
利
を
移
動
し
て

使
用
し
、
加
入
金
の
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
同
時
使
用
は
出
来

ま
せ
ん
。
下
水
道
は
接
続
可
能
区
域

へ
移
設
す
る
場
合
に
限
り
、
新
た
に

発
生
す
る
受
益
者
負
担
金
は
免
除
す

る
方
向
で
要
綱
制
定
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

国
庫
補
助
の
少
な
い
地
方
自
治
体
の

公
共
施
設
の
集
約
・
複
合
化
を
、
財

政
面
か
ら
支
援
す
る
制
度
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
版
総
合
戦

略
の
策
定
が
求
め
ら
れ
、
道
の
駅
や

観
光
局
の
事
務
所
の
移
転
、
農
産
加

工
施
設
な
ど
農
業
や
観
光
を
営
む
者

に
と
っ
て
も
、
有
効
に
活
用
で
き
る

施
設
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
の
実

現
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

以
降
の
保
育
料
の
減
免
な
ど
の
子
育

て
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
本
村

で
は
人
口
減
少
の
ペ
ー
ス
が
緩
や
か

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
は
言
い
難
い
状
況

で
す
。
今
後
は
総
合
計
画
、
総
合
戦

略
を
策
定
す
る
中
で
議
論
し
、
地
域

に
即
し
た
、
新
た
な
広
域
連
携
の
枠

組
み
に
よ
る
移
住
、
定
住
促
進
対
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

終
了
し
た
段
階
で
す
。
公
営
住
宅
の

建
設
場
所
、
必
要
戸
数
、
建
築
形
態

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
、
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
平
成
28
年
度
の
降
雪
前

ま
で
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

年
度
限
り
で
延
長
は
し
ま
せ
ん
。
上

下
水
道
料
金
は
最
長
１
年
と
し
て
い

ま
す
が
、
最
大
５
年
ま
で
の
延
長
も

あ
り
え
ま
す
。
保
育
料
、
児
童
ク
ラ

ブ
、
介
護
保
険
料
は
本
年
10
月
で
終

了
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
白
馬
は
年
内

ま
で
減
免
し
ま
す
。

る
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
白
馬
村
の

開
発
規
制
に
つ
い
て
、｢

厳
し
い
規

制
ル
ー
ル
が
必
要
、
現
状
の
と
お

り
で
良
い｣

を
合
わ
せ
て
71
・
４
％

を
示
し
ま
し
た
。
条
例
制
定
か
ら
15

年
が
経
過
し
開
発
の
状
況
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
美
し
い
山

岳
景
観
は
観
光
産
業
の
生
命
線
で
あ

り
、
状
況
に
即
し
た
新
た
な
形
で
の

開
発
の
取
り
決
め
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
開
発
と
規
制
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
は
も
と
よ

り
、
関
係
者
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

い
て
は
。

水
道
の
加
入
分
担
金
の
取
り
扱
い

は
。

津滝俊幸議員
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答 問問

問

問

問

問

問

問

問

問 村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

28 年 1 月から本人申請により交付される 
「個人番号カード」

10 月から全住民に郵送される「通知カード」

年
内
に
戸
数
、
場
所
を
設

定
し
、
28
年
明
け
に
は
公

県
と
の
調
整
の
中
で
11
月

中
、
も
し
く
は
12
月
に
配

新
た
な
地
域
防
災
計
画
は

28
年
度
に
策
定
す
る
考
え

正
式
に
把
握
し
て
い
る
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
例

転
用
に
対
す
る
厳
格
な
対

応
や
、
農
振
地
域
の
見
直

「
広
報
は
く
ば
」で
シ
リ
ー

ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

全
職
員
対
象
の
研
修
会
を

先
月
開
催
し
ま
し
た
。
必

シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
で

き
る
職
員
を
パ
ス
ワ
ー
ド

農
地
は
農
地
と
し
て
守
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
、
優

復
興
公
営
住
宅
の
建
設
計
画
の
公
表
時
期
は

年
内
に
戸
数
・
場
所
を
設
定
、28
年
早
期
に

【
震
災
復
興
状
況
に
つ
い
て
】

【
農
地
取
得
状
況
に
つ
い
て
】

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
】

復
興
に
向
け
た
公
営
住
宅

計
画
が
早
期
に
示
さ
れ
る

避
難
所
の
見
直
し
な
ど
も

含
め
、
防
災
計
画
の
総
合

農
地
取
得
後
に
短
期
間
で

当
初
目
的
と
は
違
う
用
途

運
用
に
あ
た
っ
て
の
職
員

の
制
度
理
解
や
、
必
要
な

番
号
情
報
の
管
理
体
制

と
、
情
報
漏
え
い
防
止
の

農
地
を
含
め
た
景
観
は
村

の
大
事
な
財
産
で
、
優
良

制
度
に
つ
い
て
の
村
民
へ

の
周
知
な
ど
の
対
応
は
。

農
地
転
用
の
申
請
の
際
、

担
当
課
で
の
指
導
や
対
応

義
援
金
の
最
終
的
な
配
分

の
予
定
時
期
と
、
仮
設
住

表
し
ま
す
。

分
委
員
会
を
開
催
、
年
内
に
配
分

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

仮
設
住
宅
入
居
者
以
外
へ
の
支
援

で
す
。
今
回
の
震
災
で
得
た
教
訓

や
、
今
後
お
こ
な
う
地
震
時
対
応

の
検
証
作
業
の
結
果
を
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

が
分
譲
さ
れ
る
と
い
う
話
も
聞
い

て
い
ま
す
が
、
事
実
と
す
れ
ば
遺

憾
で
す
。
適
正
な
転
用
完
了
後
の

再
転
用
は
法
の
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
は
、
申
請
段
階
で
こ

う
い
っ
た
行
為
は
慎
む
よ
う
指
導

す
る
よ
う
指
示
す
る
考
え
で
す
。

し
も
検
討
す
べ
き
か
と
考
え
ま

す
。
優
良
な
農
地
維
持
は
使
命
と

す
。
事
業
所
向
け
説
明
会
は
10
月

中
旬
に
は
開
催
し
ま
す
。

の
付
与
方
法
に
よ
る
二
重
方
式
で

限
定
し
、
関
係
な
い
職
員
が
閲
覧

で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
紙
媒

体
な
ど
は
鍵
付
き
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

で
管
理
、
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

防
止
に
必
要
な
強
固
な
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
（
注
）
設
置
は
広
域
連

合
と
共
同
で
、
す
で
に
完
了
し
ま

し
た
。

良
農
地
の
１
種
農
地
は
転
用
相
談

時
に
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
申
請

後
の
確
認
は
、
地
区
担
当
の
農
業

委
員
と
農
政
課
職
員
、
申
請
者
が

現
地
確
認
し
、
地
方
事
務
所
農
政

課
と
も
協
議
し
て
い
ま
す
。
委
員

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
計
画
内
容

と
提
示
の
時
期
は
。

的
な
見
直
し
の
予
定
は
。

に
転
用
、
あ
る
い
は
転
売
さ
れ
て

い
る
例
は
。

業
務
見
直
し
に
つ
い
て
の
対
応
状

況
は
。

対
策
は
。

農
地
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
農
地
転
用
後
の
再
転
用
や
転

売
へ
の
対
策
が
早
急
に
必
要
で

は
。

の
状
況
は
。
ま
た
、
農
業
委
員
会

で
の
対
応
や
協
議
の
状
況
は
。

宅
以
外
で
避
難
生
活
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
家
賃
な
ど
に
対
す
る
補
助

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

篠﨑久美子議員

策
の
追
加
、
変
更
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

会
で
は
、
現
地
写
真
と
転
用
計
画

を
も
と
に
審
議
し
て
い
ま
す
。

要
と
さ
れ
る
関
連
条
例
を
、
今
議

会
と
12
月
議
会
で
上
程
し
、
１
月

の
利
用
開
始
に
間
に
合
わ
せ
ま

す
。

認
識
し
て
今
後
も
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

（注）ファイヤーウォール：外部からの不正な接続や悪意のある攻撃などから、自分たちのコンピュータを防御するためのソフトウェアやハードウェアのこと

12 白馬議会だより　114号　平成27年 10月31日



答 問問 問

問

問

問問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

副
村
長

上
下
水
道

課
　
長

下水道事業団からの報告書

時
効
に
よ
る
不
納
欠
損
額
の

対
象
件
数
は
、
44
件
（
実
人

土
地
の
筆
数
５
６
６
筆
、
面

積
で
は
30
万
８
２
３
０
㎡
と

例
規
の
改
正
は
、
下
水
道
事

業
団
の
支
援
に
よ
り
進
め
、

「
受
益
者
負
担
金
事
務
改
善

報
告
書
」に
記
載
の
と
お
り
、

区
域
外
も
し
く
は
賦
課
漏
れ

と
な
っ
て
い
る
対
象
地
が
見

現
在
ま
で
に
、
口
頭
弁
論
３

回
・
弁
論
準
備
手
続
き
８
回

農
地
の
猶
予
関
係
は
非
常

に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ

現
在
は 

猶
予
地
は
そ
の
ま

ま
で
、
再
確
認
見
直
し
作
業

加
入
分
担
金
は
法
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
は

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
条
例
改
正
で
対
応

横田孝穗議員

【
白
馬
村
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

（
と
危
機
管
理
に
つ
い
て
）】

時
効
と
な
り
債
権
が
消
滅
し

徴
収
さ
れ
た
後
に
返
納
し
た

時
効
に
よ
る
債
権
消
滅
額

は
平
成
24
年
度
決
算
で
は
、

平
成
13
年
度
に
は
、
負
担
金

の
一
部
ま
た
は
全
額
を
３
年

「
広
報
は
く
ば
８
月
号
」
で
、

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金

住
民
監
査
請
求
か
ら
訴
訟
に

発
展
し
て
い
る
事
案
に
つ
い

農
地
の
徴
収
猶
予
期
間
は
法

に
定
め
ら
れ
た
５
年
で
あ

「
受
益
者
負
担
金
事
務
改
善

報
告
書
」
の
中
で
は
、
公
共

数
24
人
）
１
１
２
万
８
４
０
０
円
で

す
。

な
り
、
金
額
に
し
て
４
億
１
６
２
３

万
２
３
９
１
円
（
１
㎡
当
た
り
１
３

５
０
円
）
で
す
。

現
在
は
排
水
区
域
の
見
直
し
を
行
う

た
め
の
事
例
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、来
年
３
月
を
一
つ
の
目
標
と
し
、

還
付
対
象
金
額
は
５
９
４
万
２
１
３

０
円
で
、
還
付
加
算
金
額
は
１
４
８

万
１
１
０
０
円
、
還
付
対
象
者
は
46

名
と
な
り
平
成
25
年
６
月
の
還
付
以

降
に
お
い
て
、
誤
徴
収
に
よ
る
還
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
け
ら
れ
ま
す
、
す
べ
て
を
精
査
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

６
筆
で
１
万
４
１
０
９
㎡
と
な
り
、

金
額
で
は
１
２
６
９
万
８
１
０
０
円

（
１
㎡
当
た
り
９
０
０
円
）
で
す
。

で
、
次
回
は
弁
論
準
備
手
続
き
が
10

月
の
予
定
で
す
。

り
、
下
水
道
事
業
団
の
法
の
解
釈
で

は
、
時
効
は
そ
の
猶
予
が
切
れ
た
時

点
か
ら
時
効
が
進
行
す
る
と
あ
り
ま

す
が
、
村
で
は
今
の
と
こ
ろ
時
効
に

な
っ
て
い
な
い
も
の
と
解
釈
し
て
い

ま
す
。

を
進
め
て
い
ま
す
。

返
納
金
、
及
び
還
付
加
算
金
の
最
新

の
数
値
は
。

１
億
５
０
４
万
９
８
２
６
円
と
な
る

が
、
平
成
26
年
度
決
算
で
の
件
数
と

そ
の
額
は
。

経
過
し
て
も
支
払
わ
な
い
対
象
者
に

は
賦
課
替
え
を
実
施
し
た
が
、
土
地

の
筆
数
・
面
積
・
分
担
金
の
総
額
は
。

に
関
す
る
日
本
下
水
道
事
業
団
研
修

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
た
事
務
改
善
報

告
書
に
つ
い
て
、
外
部
機
関
に
よ
る

検
証
・
評
価
を
終
え
て
の
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
を
踏
ま
え
て

と
の
事
項
で
は
、「
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
」と
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
道
筋
を
立
て
て
進
む
の

か
。

て
、
現
在
の
裁
判
状
況
は
。

る
。
村
は
期
間
を
過
ぎ
、
猶
予
申
請

と
、
そ
の
取
扱
い
を
怠
り
、
多
く
の

枡
が
設
置
さ
れ
て
い
た
り
、
前
面
の

道
路
に
下
水
道
本
管
が
埋
設
さ
れ
て

い
る
の
に
排
水
区
域
外
と
す
る
な

ど
、「
区
域
の
設
定
に
不
可
解
な
点

が
多
い
」
と
あ
り
、
区
域
の
設
定
に

あ
た
っ
て
は
常
に
適
切
、
公
平
で
あ

る
べ
き
だ
が
、
不
可
解
な
対
象
地
の

筆
数
、
面
積
、
そ
の
額
は
。

出
来
る
も
の
か
ら
着
手
す
る
予
定
で

す
。
現
在
は
、
住
民
訴
訟
を
起
こ
さ

れ
て
お
り
、
判
決
に
よ
っ
て
は
改
正

し
た
箇
所
を
再
び
手
直
し
も
想
定
さ

れ
、
柔
軟
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

農
地
は
す
で
に
時
効
で
は
な
い
か
。

村
の
条
例・規
則
で
は
都
市
計
画
法・

自
治
法
に
対
抗
で
き
る
の
か
。
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答 問問

問

問問

問

問

問

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

指
数
を
設
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
る
と
い
う
形
も
、
次
回

自
治
体
が
持
つ
数
多
く
の
公

共
施
設
を
、
更
新
、
統
合
、

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
は
８

月
24
日
に
第
一
回
の
審
議
会

医
療
、
福
祉
分
野
や
産
業
、

観
光
分
野
、
ま
た
住
民
参
加

い
ろ
い
ろ
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
の
世
論
調
査
等
を

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
注
）
に
つ
い
て
は

慎
重
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
く

以
前
に
比
べ
て
良
く
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
「
目
標
値
」
等
指
数
の
設
定
は

次
回
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す

【
第
５
次
総
合
計
画
・
総
合

戦
略
・
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
つ
い
て
】

【
村
長
公
約
に
つ
い
て
】

第
５
次
総
合
計
画
、
総
合
戦

略
の
進
捗
状
況
、
公
共
施
設

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
６
項
目

あ
り
、
そ
の
す
べ
て
の
分
野

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

と
は
ど
の
よ
う
な
計
画
と
認

民
間
企
業
を
指
定
管
理
者
に

し
て
図
書
館
の
運
営
を
す
る

就
任
し
て
ま
ず
や
り
た
い
こ

と
は
「
あ
い
さ
つ
」
と
の
こ

塩
尻
市
の
第
４
次
総
合
計
画

の
検
証
で
は
、「
基
準
値
」

「
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
、

第
４
次
総
合
計
画
の
検
証
で

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

見
直
し
、
廃
止
し
て
い
く
か
の
計
画

を
立
て
る
も
の
で
、
地
方
創
生
の
金

額
を
使
っ
て
集
約
化
、
更
新
で
き
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

を
開
催
し
、策
定
方
針
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
結
果
の

説
明
を
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は

来
年
度
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
と
併

せ
て
策
定
予
定
で
す
。

の
部
分
で
比
較
的
満
足
度
が
低
く
、

生
活
基
盤
や
生
活
環
境
の
分
野
で
は

比
較
的
満
足
度
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
環
境
保
全
や
教
育
、
文
化
の
分

野
で
は
項
目
ご
と
に
意
見
が
分
か
れ

て
い
る
と
い
う
結
果
で
す
。

み
る
と
こ
う
い
っ
た
項
目
が
必
ず

入
っ
て
い
る
の
で
、
住
民
の
意
向
を

把
握
す
る
に
は
一
つ
の
方
法
か
と
思

い
ま
す
。

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

白
書
の
策
定
状
況
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
策
定
方
針
は
。

に
お
い
て
一
番
多
く
選
ば
れ
た
選
択

肢
が「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」だ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取

り
方
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

か
。

識
し
て
い
る
か
。

方
法
も
視
野
に
入
れ
る
む
ね
の
演
説

も
あ
っ
た
が
。

と
だ
っ
た
が
、
就
任
後
庁
内
の
雰
囲

気
は
明
る
く
変
わ
っ
た
か
。

を
設
定
し
、
５
年
後
は
こ
こ
ま
で
達

成
し
た
い
と
い
う
「
目
標
値
」
を
設

定
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
方
法
が
い

い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
第
４
次
を
ど
う
評

価
す
る
か
。

伊藤まゆみ議員

ＰＦＩ（注）：公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法

指標を設定すれば、目標が良く分かる（塩尻市の第四次総合計画後期基本計画より質問者抜粋）
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答 問

問問

問問

問

問

問

問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

農
政

課
長

総
務
課
長

農
政
課
長

急ピッチで進む災害復旧工事

総
額
で
約
39
億
円
、
う
ち
村

の
負
担
額
が
約
６
億
円
で

降
雪
期
を
考
え
る
と
、
全
て

の
営
農
再
開
は
不
可
能
と
考

分
担
金
総
額
を
約
半
分
の

１
５
０
０
万
円
程
度
に
減
額

来
年
１
月
に
計
画
を
取
り
ま

と
め
発
表
す
る
予
定
で
す
。

県
の
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
モ
ビ

リ
テ
ィ
研
究
会
」
は
、
新
し

「
貞
逸
祭
・
白
馬
連
峰
開
山

祭
」50
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

農
業
法
人
へ
の
村
や
県
外
か

ら
の
従
事
者
も
多
く
、
農
業

継
続
を
検
討
し
、
財
源
は
減

反
面
積
分
に
よ
る
市
町
村
間

地
区
役
員
か
ら
の
情
報
提
供

で
す
。
国
の
「
空
き
家
対
策

姫
川
護
岸
工
事
の
終
了
後
に

飯
田
地
区
の
１
・
５
ha
、
水

復
旧
・
復
興
事
業
の
立
替
金
の
捻
出
方
法
は

国
・
県
の
補
助
金
前
金
請
求
で
調
整
を
開
始

【
震
災
復
旧
事
業
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
】

【
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
】

【
産
業
振
興
に
よ
る
安
定
的

な
財
源
確
保
に
つ
い
て
】

農
地
等
の
復
旧
で
、
来
春
の

営
農
へ
の
影
響
は
。

震
災
で
の
不
能
耕
作
地
へ
の

支
援
金
の
継
続
と
財
源
は
。

空
き
家
の
実
態
把
握
と
状
況

確
認
は
。

観
光
局
の
検
討
委
員
会
結
果

と
改
善
策
は
。

観
光
地
経
営
計
画
の
進
捗
状

況
と
周
知
は
。

復
旧
事
業
費
の
総
額
と
、
村

負
担
額
及
び
一
時
立
替
金
の

空
き
家
や
休
耕
農
地
を
活
用

し
た
移
住
・
定
住
対
策
や
、

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
モ
ビ
リ

テ
ィ
」
構
想
の
進
捗
状
況
と

「
山
の
日
制
定
」
を
契
機
に
、

山
岳
イ
ベ
ン
ト
や
新
規
計
画

捻
出
方
法
は
。

商
工
会
主
催
の
「
創
業
塾
」
参
加
者

へ
の
出
口
保
証
は
。

村
の
考
え
は
。

は
。

す
。
今
後
、
農
地
や
農
業
施
設
、
廃

棄
物
処
理
費
の
補
助
率
が
確
定
す
る

こ
と
や
、
復
興
住
宅
の
建
設
事
業
費

等
が
増
加
と
な
る
見
込
み
で
す
。
復

旧
工
事
請
負
時
の
前
払
金
、
完
了
時

に
精
算
払
い
が
必
要
で
す
。
補
助
金

は
工
事
完
了
後
の
精
算
と
な
り
、
金

融
機
関
か
ら
の
一
時
借
入
や
、
国
や

県
と
補
助
金
の
前
金
請
求
の
調
整
を

始
め
ま
す
。

え
ま
す
。

し
、
広
く
会
員
を
募
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
現
行
予
算
総
額

１
億
２
０
０
０
万
円
に
固
執
す
る
こ

と
な
く
、
事
業
の
見
直
し
や
補
助
金

の
活
用
等
、
新
た
な
財
源
確
保
も
検

討
し
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
村
長

が
先
頭
に
立
っ
て
こ
の
計
画
を
実
行

す
る
強
い
意
思
を
村
民
に
示
し
て
ほ

し
い
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
住
民
や

事
業
者
へ
計
画
の
発
信
と
確
実
に
事

業
を
推
し
進
め
ま
す
。

い
旅
行
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
向
け
、

松
本
駅
か
ら
白
馬
駅
ま
で
を
「
北
ア

ル
プ
ス
・
パ
ノ
ラ
マ
サ
イ
ク
ル
・
ル
ー

ト
」
に
設
定
し
ま
し
た
。
県
は
、
統

村
全
体
で
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
大
雪
渓
か
ら
栂
池
自

然
園
ル
ー
ト
整
備
や
、
輸
送
手
段
と

し
て
「
猿
倉
か
ら
御
殿
場
ル
ー
ト
」

の
整
備
に
向
け
考
え
て
い
ま
す
。

は
移
住
定
住
の
大
切
な
要
素
と
考
え

で
の
調
整
を
考
え
て
い
ま
す
。

特
別
措
置
法
」
に
定
め
る
特
定
空
き

家
に
対
す
る
村
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。

路
復
旧
が
必
要
な
青
鬼
、
立
の
間
地

区
で
５
ha
が
困
難
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
部
作
付
け
可
能
な
農
地
に
つ

い
て
は
、
県
と
調
整
を
行
い
ま
す
。

太田　修議員

ま
す
が
、
耕
作
条
件
や
生
産
性
の
理

由
か
ら
厳
し
い
面
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。
創
業
希
望
者
に
は
、
空
き
家
や

休
業
店
舗
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

一
的
な
案
内
サ
イ
ン
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
等
の
整
備
、
安
全
面
、
実
施
主

体
と
協
力
機
関
、
観
光
消
費
等
様
々

な
課
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
研
究
を
進

め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
村
も
県
と

共
に
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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答 問問

問問

問

問

問

問

問

問

問問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

ハイタッチで応援！トレイルラン

小
規
模
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
増
設
を
検
討
し
、実
証
・

パ
ッ
カ
ー
車
積
替
え
式
を
導

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見

現
在
の
ご
み
焼
却
場
跡
の
１

か
所
を
予
定
、
関
係
機
関
と

早
期
の
運
用
が
で
き
る
よ
う

広
域
連
合
に
働
き
か
け
を

広
域
連
合
内
で
検
討
中
で
あ

り
、
ま
だ
結
論
は
で
て
い
ま

年
間
約
１
０
０
０
万
円
、
４

ト
ン
車
で
延
べ
９
３
０
台
。

宿
泊
施
設
の
営
業
に
つ
い
て

は
、
経
営
者
の
判
断
に
よ
り

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
や
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
河
川
を
利

地
権
者
・
農
業
者
か
ら
要
望

の
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路

国
内
外
の
自
転
車
が
人
気
の

高
ま
り
を
み
せ
て
お
り
、
グ

三
水
会
、
索
道
事
業
者
が
中

核
と
な
り
策
定
委
員
会
が
設

事
業
系
ご
み
収
集
車
の
待
機
に
係
る
費
用
は

毎
日
開
設
す
る
と
想
定
し
年
間
約
１
千
万
円

【
ご
み
処
理
場
に
つ
い
て
】

【
観
光
に
つ
い
て
】

【
農
地
の
再
整
備
に
つ
い
て
】

高
齢
者
の
ご
み
の
集
積
に
つ

い
て
は
。

事
業
系
ご
み
の
集
積
場
の
計

画
は
。

パ
ッ
カ
ー
車
の
待
機
場
所
の

予
定
地
は
。

グ
リ
ー
ン
期
に
お
け
る
外
国

人
経
営
の
宿
泊
施
設
の
営
業

グ
リ
ー
ン
期
で
の
ア
ウ
ト
ド

ア
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

北
城
地
域
の
農
地
の
整
備
計

画
は
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
、
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
へ
の
取
り
組
み

八
方
尾
根
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
取
組
に
村
の
協
力
は
。

ご
み
収
集
車(

パ
ッ
カ
ー

車)

積
み
替
え
方
式
で
の
費

新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

運
用
を
早
期
に
行
う
べ
き
で

事
業
系
ご
み
袋
を
含
め
た
ご

み
の
料
金
は
。

運
用
に
つ
い
て
モ
デ
ル
区
で
の
テ
ス

ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

統
一
が
な
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
方
向

で
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

行
っ
て
い
き
ま
す
。

せ
ん
。

繁
忙
期
で
１
日
最
大
９
台
の
パ
ッ

カ
ー
車
が
必
要
と
試
算
し
て
い
ま

す
。

ま
す
。
営
業
休
止
は
そ
の
エ
リ
ア
の

活
気
が
失
わ
れ
望
ま
し
い
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
民
間
事
業
者
の
経

営
に
干
渉
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
・
小
売
店

な
ど
通
年
営
業
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
解
決
策
と
な
り
ま
す

用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
自
然

の
ま
ま
で
の
利
用
は
、
河
川
を
占
有

す
る
よ
う
な
も
の
で
な
い
限
り
、
自

由
使
用
の
範
囲
内
で
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
法
令
順
守
と
安
全

管
理
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
す
。

沿
い
、
深
空
、
八
方
口
を
中
心
に
北

城
の
南
部
地
域
で
の
事
業
導
入
を
計

画
し
、
事
業
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。
新
田
地
域
で
も
要
望

が
あ
り
ま
す
。

リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
で
の
観
光
の
素
材

と
し
て
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｙ 

索
道
事
業
者
協
議
会
で
も
受
入

体
制
の
整
備
、
誘
客
と
展
開
を
目
的

に
検
討
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

置
さ
れ
、
ス
キ
ー
場
と
ベ
ー
ス
と
な

る
住
民
や
観
光
事
業
者
、
双
方
に

と
っ
て
も
有
意
義
と
な
る
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
こ
と
は
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ま

た
、
白
馬
観
光
開
発(
株)
か
ら
村

に
対
し
て
八
方
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
現
状
報
告
が
あ
り
、
名
木
山
ゲ
レ

ン
デ
周
辺
の
整
備
構
想
に
関
す
る
開

発
規
制
や
農
業
振
興
地
域
で
の
転
用

に
対
す
る
法
の
規
制
、
道
路
・
河
川

の
活
用
等
に
対
す
る
相
談
が
あ
り
ま

休
止
に
対
す
る
村
の
取
り
組
み
は
。

は
。

は
。

用
は
。

は
。

太谷正治議員

し
た
。
行
政
側
か
ら
村
長
・
総
務
課
・

観
光
課
・
農
政
課
の
担
当
課
長
が
出

席
し
、
内
容
を
聞
き
ま
し
た
。
プ
ラ

ン
全
体
計
画
を
見
た
う
え
で
村
長
と

し
て
判
断
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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答 問

問問

問問 問

問問

問

問

問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

総
務

課
長

村
長

健
　
　
康

福
祉
課
長

10 月 20 日しろうま保育園　じゃがいも掘ったど～
ライオンズクラブふれあい農園にて

今
回
建
設
す
る
村
営
住
宅

は
、
被
災
さ
れ
自
立
再
建
が

一
時
的
な
現
金
支
給
よ
り
も

安
全
な
妊
娠
、
出
産
を
支
援

８
月
24
日
に
第
１
回
白
馬
村

計
画
審
議
会
を
開
催
し
ま
し

低
調
と
言
わ
れ
る
が
、
少
な

か
ら
ず
前
回
の
課
題
を
克
服

今
年
度
よ
り
定
員
を
４
名
増

や
し
、
34
名
と
し
ま
し
た
。

震
災
対
応
に
追
わ
れ
、
こ
の

時
期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

ご
意
見
を
参
考
に
前
向
き
に

検
討
し
ま
す
。

チ
ー
ム
白
馬
は
、
そ
の
テ
ー

マ
に
応
じ
て
専
門
家
や
造
詣

議
会
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

り
、
選
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
、
申

し
訳
な
い
と
思
い
ま
す
。

復
興
住
宅
を
定
住
促
進
に
繋
げ
る
考
え
は

被
災
者
退
去
後
は
公
募
し
て
住
宅
供
給
す
る

【
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
つ
い
て
】

【
白
馬
を
前
進
さ
せ
る
第
５

次
総
合
計
画
等
に
つ
い
て
】

子
育
て
支
援
で
、
出
産
お
祝

い
金
の
制
度
は
。

３
歳
未
満
児
の
保
育
園
入
園

希
望
に
つ
い
て
、
現
在
の
状

第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
と

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
の
取

村
長
は
４
月
の
臨
時
会
の
挨

拶
で
、
早
急
に
策
定
に
取
り

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
売
れ

行
き
の
低
調
に
対
す
る
所
見

震
災
を
理
由
に
重
大
な
案
件

を
先
送
り
す
る
の
は
い
か
が

白
馬
村
計
画
審
議
委
員
会
条

例
に
は
、
議
員
も
委
員
に
定

総
合
計
画
や
総
合
戦
略
を
考

え
る
こ
と
は
、
行
政
に
お
い

策
定
に
あ
た
り
、
村
長
公
約

の
チ
ー
ム
白
馬
の
関
わ
り

復
興
住
宅
は
当
面
、
被
災
者

に
対
し
て
の
生
活
再
建
に
向

募
集
時
期
が
10
月
か
ら
で
、

次
年
度
の
夏
季
・
冬
季
の
短

困
難
な
方
の
入
居
が
第
一
で
あ
り
ま

す
が
、
入
居
さ
れ
た
被
災
者
が
退
去

し
た
後
、
空
き
家
と
な
る
住
宅
に
つ

き
ま
し
て
は
、
入
居
の
公
募
を
行
な

い
空
き
家
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る

考
え
で
す
。
移
住
を
考
え
て
い
る
方

へ
の
住
宅
供
給
は
定
住
促
進
に
つ
な

が
り
、
地
域
そ
し
て
村
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

す
る
検
診
の
経
済
的
軽
減
、
様
々
な

悩
み
を
相
談
で
き
る
窓
口
の
充
実
、

乳
幼
児
等
福
祉
医
療
な
ど
の
継
続
性

の
あ
る
支
援
事
業
が
有
効
か
と
思
い

ま
す
。

た
。

し
な
が
ら
、
混
乱
も
な
く
販
売
で
き

た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

た
。

の
深
い
方
の
意
見
を
伺
う
こ
と
を
指

し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
常
設
と
し

て
組
織
立
て
て
考
え
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

況
は
。

り
組
み
状
況
は
。

組
む
と
発
言
さ
れ
て
い
る
が
、
８
月

が
第
１
回
と
い
う
の
は
遅
い
の
で

は
。

は
。

か
。

め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
議
員
が

入
っ
て
い
な
い
の
は
。

て
最
も
大
切
で
あ
り
、
ぶ
れ
な
い
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に

も
庁
内
に
お
い
て
戦
略
対
策
室
の
よ

う
な
組
織
を
お
く
こ
と
こ
そ
が
チ
ー

ム
白
馬
の
役
割
と
思
う
が
。

は
。

け
て
早
急
な
建
設
が
望
ま
れ
る
が
、

そ
の
の
ち
に
は
総
合
計
画
に
あ
る
村

へ
の
定
住
促
進
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

期
保
育
の
未
満
児
ま
で
を
許
可
し
て

い
る
。
こ
の
夏
季
・
冬
季
の
期
間
だ

け
は
す
で
に
定
員
が
い
っ
ぱ
い
の
許

可
な
っ
て
お
り
、
年
度
途
中
に
村
内

へ
移
住
さ
れ
た
家
庭
の
通
年
希
望
の

未
満
児
は
通
年
で
入
園
が
で
き
な

い
。募
集
の
仕
方
の
検
討
の
考
え
は
。

太田伸子議員

今
年
度
は
す
で
に
説
明
会
が

来
月
５
日
に
決
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
検
討
し
ま
す
。
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答 問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

上
下
水
道

課
　
長

村
長

村
長

村
長

村
長

住
民
課
長

住
民
課
長

村
長

上
下
水
道

課
　
長

戸別方式も採用しては？

報
告
書
と
し
て
は
そ
の
と
お

り
で
す
。

尊
重
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
賦
課
替
え
に
対
し
て
は

加
藤
教
授
か
ら
「
抵
触
す
る

現
在
の
シ
ス
テ
ム
が
、
即
法

律
に
反
す
る
と
い
う
解
釈
に

人
事
計
画
を
見
据
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

焼
却
ご
み
の
中
に
生
ご
み
が

入
っ
て
油
を
使
っ
て
燃
や
し

事
業
系
ご
み
の
線
引
き
等
、

細
か
い
点
は
決
ま
っ
て
い
ま

村
全
体
で
堆
肥
化
施
設
を
作

る
の
は
厳
し
い
の
で
、
ど
こ

問
題
が
な
い
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
抵
触

受
益
者
負
担
金
を
俗
に
云
う

賦
課
替
え
と
い
う
形
に
し
て

「
法
に
抵
触
す
る
虞お

そ
れ

が
あ
る
」
事
の
見
解
は

真
摯
に
受
け
止
め
対
応
を
検
討

【
日
本
下
水
道
事
業
団
研
修

セ
ン
タ
ー
受
益
者
負
担
金
研

修
に
つ
い
て
】

【
ご
み
問
題
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
に
沿
っ
た
業
務
を
行
っ

て
い
る
か
に
つ
い
て
】

報
告
書
に
は
「
法
に
抵
触
す

る
虞
が
あ
る
」
と
い
う
文
言

こ
の
４
ペ
ー
ジ
が
全
て
の
実

績
を
取
り
ま
と
め
た
業
務
完

課
長
は
、
賦
課
替
え
に
つ
い

て
教
授
か
ら
ど
の
よ
う
な
研

法
律
で
「
市
町
村
は
、
一
般

廃
棄
物
処
理
計
画
に
従
っ

研
修
セ
ン
タ
ー
に
検
証
を
依

頼
し
た
が
、
結
果
を
尊
重
す

ど
こ
の
部
分
が
お
か
し
い
と

感
じ
た
の
か
？

集
積
所
の
無
い
区
も
あ
り
、

戸
別
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

法
律
で
、「
一
般
廃
棄
物
処

理
計
画
」
策
定
を
義
務
づ
け

虞
が
あ
る
」
と
い
う
指
示
を
頂
い
て

い
る
の
で
、
む
ず
か
し
く
な
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

は
な
ら
な
い
、
と
考
え
ま
す
。

て
い
る
。
村
の
生
ご
み
の
堆
肥
化
施

設
を
実
施
し
て
は
。

せ
ん
。
平
成
28
年
度
中
に
方
針
を
示

し
ま
す
。

か
モ
デ
ル
的
に
や
っ
て
も
ら
え
る
所

が
あ
れ
ば
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

す
る
虞
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
対

応
を
、
今
検
討
し
て
い
ま
す
。

い
る
が
、
関
係
す
る
条
例
等
が
違
っ

て
く
る
の
で
、
あ
る
程
度
統
一
し
た

が
３
回
、「
抜
本
的
に
見
直
せ
」
が

５
回
あ
る
。
こ
れ
で
も
村
長
は
「
問

題
が
な
い
」
と
考
え
る
の
か
。

了
報
告
書
か
。

修
を
受
け
た
の
か
。

て
、
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
を
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が

生
じ
な
い
う
ち
に
収
集
し
、
こ
れ
を

運
搬
し
、
及
び
処
分
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
村

は
、
区
が
ご
み
集
積
所
の
用
地
を
確

保
す
る
ま
で
集
積
所
を
設
置
し
な
い

の
は
、
条
例
違
反
で
は
。

る
か
。

ら
れ
て
い
る
が
、
村
に
は
「
計
画
」

が
な
い
。
２
年
後
の
統
一
化
に
向

か
っ
て
課
題
も
あ
り
、
方
式
も
変
わ

る
が
、
職
員
一
人
で
は
間
に
合
わ
な

い
。
き
ち
ん
と
人
的
配
置
を
す
る
べ

き
で
は
。

加藤亮輔議員

も
の
が
必
要
で
す
。「
虞
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
直
す
べ
き
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

を
大
幅
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
住

宅
密
集
地
で
は
戸
別
方
式
の
方
が
排

出
マ
ナ
ー
も
良
く
な
り
、
減
量
も
進

む
と
思
う
。
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て

は
多
量
、
少
量
排
出
者
と
い
う
区
分

け
を
す
る
の
か
。

お
詫
び

議
会
だ
よ
り
１
１
３
号
の
12
Ｐ

で
、
半
壊
３
３
４
万
円
と
記
述

し
た
た
め
、
半
壊
住
宅
す
べ
て

に
支
給
が
あ
る
よ
う
な
誤
解
さ

れ
や
す
い
文
脈
に
な
り
ま
し

た
。
３
３
４
万
円
は
最
高
額
で

支
給
さ
れ
た
場
合
で
あ
り
ま

す
。
説
明
不
足
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
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答 問問

問

問

問

問

問問

問村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

農
政
課
長

村
長

特産品でお礼を「ふるさと納税」

宿
泊
補
助
券
60
件
の
１
９
８

万
４
０
０
０
円
、
リ
フ
ト
券

お
米
や
特
産
品
は
、「
白
馬

ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
ア
ピ
ー

国
で
平
成
11
年
に
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ

法
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成
24

地
方
自
治
法
に
、
財
政
的
援

助
団
体
の
監
査
が
規
定
さ
れ

地
方
自
治
法
に
は
、
包
括
外

部
監
査
と
個
別
外
部
監
査
を

総
務
課
と
協
賛
事
業
所
で
協

議
決
定
し
、
入
札
は
行
っ
て

行
政
よ
り
提
案
し
、
時
期
に

つ
い
て
は
平
成
26
年
５
月
の

件
数
５
６
８
４
件
で
総
額
１

億
５
０
８
７
万
３
４
６
８
円

平
成
26
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
総
額
は

総
額
は
１
億
５
０
８
７
万
円
で
す

【
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に
つ

い
て
】

【
長
野
県
企
業
局
の
「
企
業

局
版
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
の
利
活
用
に

つ
い
て
】

【
白
馬
村
及
び
各
種
補
助
金

の
監
査
体
制
に
つ
い
て
】

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
、

買
い
取
り
件
数
及
び
総
額

返
礼
品
の
選
定
及
び
事
業
所

選
定
基
準
と
、
公
募
の
有
無

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
と
は
、
公
共
施

設
等
の
建
設・維
持
管
理
に
、

各
種
補
助
金
交
付
先
へ
の
、

村
と
し
て
の
監
査
実
施
の
有

外
部
監
査
法
人
に
よ
る
監
査

導
入
の
考
え
は
。

返
礼
品
に
つ
い
て
、
米
を
提

案
さ
れ
た
の
は
行
政
か
生
産

米
の
買
い
取
り
価
格
の
決
定

方
法
と
価
格
入
札
の
有
無

平
成
26
年
度
の
、
寄
付
件
数

と
寄
付
金
総
額
は
。

95
件
の
34
万
７
５
０
０
円
、
お
米
２

３
７
０
件
の
１
１
８
５
万
円
、
特
産

品
１
４
５
５
件
の
４
８
１
万
円
、
村

男
Ⅲ
世
グ
ッ
ズ
35
件
の
11
万
円
で

す
。

ル
を
図
る
施
策
か
ら
農
政
課
が
、
米

は
「
秋
の
味
覚
発
表
会
」
に
出
展
さ

れ
た
事
業
所
を
対
象
に
協
賛
意
向
調

査
し
、
特
産
品
は
北
ア
ル
プ
ス
山
麓

ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を
選
び
、
総
務
課

に
つ
な
い
だ
も
の
で
、
明
確
な
基
準

は
設
け
ず
ス
タ
ー
ト
し
、
公
募
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

年
度
ま
で
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
実
績
は
、

４
１
８
件
で
契
約
金
額
４
兆
１
千
億

円
で
す
。
税
財
源
以
外
の
収
入
に
よ

り
、
費
用
回
収
は
21
件
の
実
績
を
踏

ま
え
、
当
村
で
は
来
年
度
に
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
予

定
で
あ
り
、
計
画
を
策
定
す
る
中
で

Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
活
用
で
き
る
か
含
め
検
討

し
ま
す
。

て
お
り
、
監
査
委
員
が
抽
出
し
た
事

業
を
、
関
係
各
課
が
作
成
し
た
補
助

金
交
付
調
書
に
基
づ
き
、
各
課
が
説

明
す
る
方
法
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
が
必
要
と
認
め
た
と
き
の

規
定
で
実
施
さ
れ
、
白
馬
村
長
の
要

求
に
よ
り
監
査
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

規
定
し
、
導
入
に
は
条
例
整
備
と
議

会
の
議
決
が
必
要
で
す
。
近
年
、
地

方
自
治
体
の
業
務
は
専
門
性
が
高

く
、
業
務
法
令
は
も
と
よ
り
民
法
等

関
連
法
の
知
識
や
判
例
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
総
務
省
が
行
っ
た
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
、
外
部
監
査
制
度
に

関
す
る
調
査
結
果
で
は
、
平
成
25
年

度
末
で
、
包
括
外
部
監
査
契
約
の
条

例
制
定
済
み
地
方
公
共
団
体
は
１
２

０
団
体
で
あ
り
、
村
単
位
に
限
れ
ば

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
条
例
化
は
検
討

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
監
査
委
員
の

意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

課
長
会
議
で
決
定
し
、
６
月
に
平
成

25
年
11
月
の
「
秋
の
味
覚
発
表
会
」

に
出
展
さ
れ
た
事
業
所
を
対
象
に
、

協
賛
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

で
す
。

は
。

は
。

民
間
の
資
金
・
経
営
能
力
・
技
術
力

を
活
用
す
る
手
法
で
あ
る
。
今
後
の

利
活
用
の
考
え
は
。

無
及
び
監
査
方
法
は
。

者
な
の
か
。
ま
た
提
案
時
期
は
。

は
。

松本喜美人議員
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村長も参加しての研修会

「アンケート調査結果概要版」を配布いたしました
　議会改革を目的に「開かれた議会運営」や「議会
機能の強化」などの視点から村民アンケート調査
を実施しました。ご協力ありがとうございました。
　委員会では調査結果をまとめた「アンケート調
査結果概要版」を作成し、10月中に、区を通じ全
戸配布をしました。また、より多くの皆様への周
知を図るため、議会ホームページに完全版と概要
版を掲載しています。議会事務局では、閲覧（完
全版・概要版）、配布（概要版）していますのでご
利用下さい。
　今後は、アンケート調査結果や貴重なご意見等
を参考に、議会改革を進め、議会基本条例の制定
に向けて取り組んでいきます。よりよい村政運営
に反映できるよう努めて参りますので宜しくお願
いいたします。

県の基本目標

■合計特殊出生率
H26年1.54→H31年1.68

■社会移動（人口の社会減）
H26年▲3,703人→H31年▲2,000人

■労働生産性
H24年度8,012千円/人　→H29年度8,220千円/人

■就業率
H26年59.5%→H31年60.0%

■県民一人当たり公共交通機関利用回数　
H25年度48.2回/人→H30年度49.9回/人

■健康寿命
H25年　男79.83歳、女84.35歳　→H31年　延伸

議
会
報

こ
の
よ
う
に
改
善
し
ま
し
た

　
住
民
の
方
か
ら
要
望
が
あ
り
、
そ
の
中
で
次

の
点
を
今
回
改
善
し
ま
し
た
。

●
表
紙
写
真
の
説
明
を
入
れ
ま
し
た

●�

「
報
告
○
○
件
～
」
の
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト

を
変
え
ま
し
た

●�

カ
タ
カ
ナ
語
や
専
門
用
語
の
注
釈
を
入
れ
ま

し
た

　
読
み
易
く
な
り
ま
し
た
か
？

お
気
づ
き
で
す
か
？むらの未来が見える（9月定例会の傍聴者延べ３７人）

議会傍聴においでください
次の定例会は 12月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

　　　　　表紙の写真　：�まさに運動会日和の９月12日に、白馬北小
で運動会が開催されました。校庭にあるジャ
ンプ台の中間地点から、下で待ち構えている
生徒たちに大玉を転げ落とし、その後頭上送
りをし、また同じ地点まで押し上げて戻すと
ういう、白馬ならではユニークな大玉送りです。

「
地
方
創
生
」

　
　
　
長
野
県
版
を
学
ぶ

白
馬
・
小
谷
議
員
研
修
懇
談
会

　

年
一
回
開
催
の
小
谷
村
議
員
と
の
研
修
懇
談
会
が
、
10
月
２
日
に
白
馬
村
議

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
村
と
も
本
年
度
中
に
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
方
針
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
は
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
企
画
に
至

り
ま
し
た
。

　

当
村
の
「
総
合
戦
略
」
は
12
月
末
ま
で
に
策
定
す

る
予
定
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

目
的
で
、
10
月
５
日
と
13
日
に
ウ
イ
ン
グ
21
で
ミ
ニ

キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
と
、
人
口
減
少
社
会
に

向
け
て
、
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
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編

集

後

記

中国人と私たち 食用ほおずきの栽培 楽しや白馬村
山形太加雄 平瀬久美子 菅野　桂司飯田 落倉

メディアからは、中国株価暴落で

日本株も暴落、尖閣諸島での石油採掘、

南沙諸島での埋め立て基地化、来日

中国人の爆買、新幹線の模倣、事故

の隠蔽、など毎日ニュースが流れて

きます。でもそれは、中国という国

家の話で、国民は排日教育の中で日

本をどのように見ているのか、確か

にMade　in  Japanには、絶大な信

頼を寄せていると聞いていますが、

日本人そのものをどう評価している

のかよくわかりません。彼らのこと

に偏見をもって見ているのは私ひと

りではないと思います。どういう偏

見、それは彼らのモラルです。さて、

北京冬季オリンピックも決まり、こ

れからは、白馬との交流も大きくな

ることでしょう。また、年ごとに中

国人のスキーヤーも増えることでしょ

う。私たちも今の偏見を改めないと、

真の「おもてなし」はできないと思

います。本当は違うんだけどね。

農業が好きな女性が集まり4年前

からフルーツのような食べられるほ

おずきを栽培しています。たまたま

栽培地の視察に同行させて頂いた際

に初めて食用ほおずきに出会い “今

まで食べたことのない味”に衝撃を

受けました。その翌年から栽培を始

めたところ、酸味と甘味のバランス

がよいほおずきが育ちました。この

美味しさを地元だけでなく県外の方

に知ってもらうことが大事だと思い、

農政関係者のお力をお借りして首都

圏で開催の商談会に出展したり、マー

ケティングや商品開発のセミナーな

どに参加したり様々な勉強をさせて

いただきました。そして、たくさんの

方と出会うチャンスがあり少しずつ

販路も広がってきました。栽培に関

してはまだまだ試行錯誤ですが、女

性の感性を生かした商品作りをしな

がら白馬村の特産品になるよう努力

を続けたいと思います。

私は東京で45年間生活しましたが

都会生活がなじめず、いつかは山の

中で静かに生活したいと思っていま

した。定年退職を機会に、スキーで

度々訪れていた白馬に小学生4人を

引き連れ移住し10年になりました。

現在は、小学生だった4人の孫も

二人は家を出て少しは寂しくなりま

したが白馬に来て多くの良き仲間が

でき、楽しい生活を送っています。

雪の多い落倉です。朝起きて雪が

積もっていると除雪作業で心が躍り

ます。

ストーブの薪作りや野菜作り・家

の周辺での山菜とりなど年中を通し

楽しんでいます。

都会では、全くなかった、村や区

の各種行事への参加、ボランティア

活動には積極的に参加していますが、

今後も多くの人と出会い白馬村で楽

しい人生を送っていきたいと思って

います。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

　

９
月
に
招
集
さ
れ
る
議
会
を
、

俗
に
決
算
議
会
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
こ
で
地
方
自
治
体
に

お
け
る
決
算
の
意
義
に
つ
い
て
、

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
に
お
け
る
決
算
は
、
歳
入
歳

出
予
算
に
基
づ
く
収
入
・
支
出
で

あ
り
、
各
種
施
策
に
対
す
る
費
用

対
効
果
が
、
村
民
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
生
活
安
定

の
た
め
の
経
済
効
果
を
審
議
す
る

も
の
で
す
。

　

公
営
企
業
会
計
（
本
村
で
は
水

道
事
業
会
計
）
で
は
民
間
企
業
に

準
じ
て
、
事
業
年
度
の
収
支
状
況

と
、
年
度
末
に
お
け
る
財
産
状
況

を
表
示
し
、
決
算
数
値
は
そ
の
ま

ま
次
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
ま
す
の

で
重
要
で
す
。

（
松
本
喜
美
人
）

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議　
　

長

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員
〃〃〃〃

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）

北
澤
禎
二
郎

伊
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ま
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み

松
本
喜
美
人

加
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亮
輔

津
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・全国学力調査結果報告は
・庁舎等の耐震改修工事個所は
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・加入分担金は法に抵触するおそれは
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